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　学問の根幹をなすものは学術情報です。学術情報の世界は変
革の真っただ中にあります。学術情報源のデジタル化とイン
ターネットは学術情報基盤である大学図書館と学術情報流通
に多大な影響を与えています。電子ジャーナルをはじめとす
る情報源の変容、学術の評価、オープンアクセスとオープン
サイエンスの潮流、研究者や学生の情報利用行動から最先端
研究までさまざまな局面で学術情報の変革が確認できます。
大学図書館におけるサービスも例外ではなく変化を続けてい

　文部科学省科学技術・学術審議会  学術分科会 学術情報委員会
委員、日本図書館協会大学図書館部会、国際学術情報流通基
盤整備事業（SPARC Japan) 運営委員、その他学術情報流通、
大学図書館関係の委員を務めています。

　図書館情報学は伝統的な側面を重視しつつ、新しい技術を取
り入れて今日まで発展してきた学問です。図書館情報学にお
いて学ぶべき知識、技術には多様な面があります。そしてそ
の根本原理は世界に共通するものです。世界どこにいっても
図書館情報学に関係する方に “Library and Information Science
を学んでいます” と語れば、どこでもその話は通じ、語り合う
ことができます。図書館情報学の一翼を担い、さらに発展さ
せる心づもりで学び研鑽を積んでください。

｜  メッセージ

ます。図書館は学習教育と研究を支える責務があります。過
去の遺産と未来のあるべき姿の両面を担う存在です。図書館
情報学は理論面も大切であり、実証的な分析も重要です。新
しい時代にふさわしい学術情報流通基盤を研究対象としてい
ます。
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